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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

　
　
陸
游
の
詞
に
つ
い
て

朱
　
　
東   

潤 

　
　
　

三
野 

豊
浩
　
訳
　
　
　

　【
凡
例
】

一
、
本
稿
は
、
朱
東
潤
著
『
陸
游
研
究
』（
一
九
六
一
年
九
月
、
中
華
書
局
）
所
収
の
論
文
「
陸
游
的
詞
」
の
翻

訳
で
あ
る
。
執
筆
の
年
代
が
古
く
、
論
述
の
端
々
か
ら
当
時
の
政
情
に
対
す
る
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
が
、

陸
游
詞
の
研
究
と
し
て
古
典
的
な
価
値
を
有
す
る
も
の
と
考
え
、
そ
の
全
文
を
翻
訳
し
た
。

一
、
原
文
に
注
は
な
い
が
、
若
干
の
訳
者
補
注
を
末
尾
に
記
し
た
。
ま
た
読
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
原

文
に
な
い
言
葉
を
補
っ
た
り
、
意
訳
し
た
り
し
た
箇
所
が
あ
る
が
、
繁
雑
を
避
け
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
特
に
注
記
し
な
か
っ
た
。
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陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）
の
詞
は
、
陸
游
の
詩
と
同
様
に
、
当
時
名
声
を
博
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
の
詩
が
過
去
を
継
承
し

て
未
来
を
切
り
拓
き
、
自
ら
一
家
を
成
し
た
た
め
、
詞
人
と
し
て
の
名
声
は
詩
人
と
し
て
の
名
声
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
後
世
は
通

常
、
彼
を
た
だ
「
詩
人
」
と
称
す
る
に
と
ど
ま
る
。

　
作
品
の
分
量
か
ら
問
題
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
陸
游
の
詩
は
約
九
二
〇
〇
首
が
存
在
す
る①
。
こ
れ
に
対
し
詞
は
約
一
三
〇
首
が
存
在

す
る②
が
、
詩
の
わ
ず
か
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
見
る
か
ら
に
、
陸
游
の
詞
は
彼
の
詩
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
。
次
に
、
陸

游
の
詩
は
す
で
に
編
年
さ
れ
て
い
る
の
で
、
我
々
は
比
較
的
全
面
的
に
、
彼
の
詩
が
如
何
に
発
展
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
彼
の
詞
は
ま
だ
編
年
さ
れ
て
お
ら
ず③
、
様
々
な
手
が
か
り
か
ら
創
作
の
時
期
を
推
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
の
作
品
に
は

推
定
の
手
が
か
り
が
な
い
の
で
、
十
分
に
全
面
的
な
認
識
を
持
つ
の
は
難
し
い
。
仮
に
、
淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
）
に
陸
游
が
五
四
歳

で
四
川
を
離
れ
た
時
点
を
境
界
線
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
青
年
期
か
ら
中
年
期
に
四
川
を
離
れ
る
ま
で
の
間
に
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る

詞
は
全
部
で
四
七
首
あ
り
、
全
体
の
八
分
の
三
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
陸
游
の
詩
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
彼
の
同
じ
時

期
に
お
け
る
作
品
（『
剣
南
詩
稿
』
巻
一
か
ら
巻
一
〇
の
途
中
ま
で
）
は
約
一
一
三
〇
首
で
あ
り
、
全
体
の
八
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
、
陸
游
は
五
四
歳
以
前
に
は
、
作
詞
に
対
す
る
興
味
関
心
が
や
や
旺
盛
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
現
存
す
る
陸
游
の
詩
は
、
彼
の
作
品
の
す
べ
て
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
中
年
以
前
、
特
に
若
い
時
期
の
作
品
に
対
し
厳

格
な
取
捨
選
択
を
行
っ
た
の
で
、
こ
の
時
期
の
詩
で
現
存
す
る
も
の
は
比
較
的
少
な
い
。
で
は
な
ぜ
彼
は
、
自
分
の
詞
に
対
し
て
も
同

様
に
厳
格
な
取
捨
選
択
を
行
な
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
陸
游
の
詞
の
創
作
に
対
す
る
要
求
は
、
彼
の
詩
に
対
す
る

そ
れ
の
厳
格
さ
に
、
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼
の
詩
は
独
自
に
一
家
を
成
し
得
た
の
に
対
し
、

詞
は
そ
の
影
に
隠
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
も
一
因
か
も
知
れ
な
い
。

　
北
宋
後
期
の
詞
人
と
し
て
、
蘇
軾
（
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）
と
秦
観
（
一
〇
四
九
～
一
一
〇
〇
）
は
同
時
代
人
で
あ
る
。
蘇
軾
の
詞
は
あ
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

の
よ
う
に
壮
麗
闊
達
で
、
自
ら
新
生
面
を
切
り
開
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
秦
観
の
詞
は
繊
細
で
纏
綿
と
し
て
お
り
、
そ
の
情
趣
が
魅
力

的
で
あ
る
。
南
宋
の
前
期
に
お
い
て
、
辛
棄
疾
（
一
一
四
〇
～
一
二
〇
七
）
は
蘇
軾
に
近
く
、
陸
游
は
秦
観
に
近
い
。
も
っ
と
も
、
辛
棄

疾
は
激
情
を
発
散
し
唯
我
独
尊
で
あ
り
、
陸
游
は
虚
飾
を
一
掃
し
超
然
脱
俗
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
蘇
軾
や
秦
観
と
は
幾
分
異
な
る

が
、
大
体
に
お
い
て
連
続
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
蘇
軾
は
詞
の
古
い
あ
り
方
か
ら
脱
却
し
、
新
し
い
方
向
を
見
出
し
た
が
、
秦
観
は
依
然
と
し
て
従
来
の
あ
り
方
の
中
で
徘
徊
し
て
い

た
。
陸
游
と
辛
棄
疾
の
違
い
も
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
点
で
は
辛
棄
疾
は
陸
游
に
勝
る
が
、
陸
游
は
結
局
に
お
い
て
秦
観
と
は

異
な
る
。
時
代
状
況
が
異
な
る
た
め
、
彼
は
自
分
の
時
代
認
識
を
詞
に
映
し
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
陸
游
の
「
釵
頭
鳳
」
詞④
は
、周
密
の
『
斉
東
野
語
』
に
よ
れ
ば
、彼
が
母
親
に
迫
ら
れ
、愛
妻
の
唐
琬
と
離
婚
し
た
後
の
作
品
で
あ
る
。

　
釵
頭
鳳

紅
酥
手
　
　
　
　
　
　
紅
酥
の
手

黄
滕
酒
　
　
　
　
　
　
黄
滕
の
酒

満
城
春
色
宮
牆
柳
　
　
満
城
の
春
色
　
宮
牆
の
柳

東
風
悪
　
　
　
　
　
　
東
風
　
悪
し
く

歓
情
薄
　
　
　
　
　
　
歓
情
　
薄
し

一
懐
愁
緒
　
　
　
　
　
一
懐
の
愁
緒

幾
年
離
索
　
　
　
　
　
幾
年
の
離
索
ぞ
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錯
錯
錯
　
　
　
　
　
　
錯
あ
や
ま

て
り
　
錯
て
り
　
錯
て
り

春
如
旧
　
　
　
　
　
　
春
は
旧
の
如
き
も

人
空
瘦
　
　
　
　
　
　
人
は
空
し
く
瘦
せ
た
り

涙
痕
紅
浥
鮫
綃
透
　
　
涙
痕
　
紅
に
浥
う
る
お

い
　
鮫
綃
　
透
る

桃
花
落
　
　
　
　
　
　
桃
花
　
落
ち

閑
池
閣
　
　
　
　
　
　
池
閣
　
閑し
ず

か
な
り

山
盟
雖
在
　
　
　
　
　
山
盟
　
在あ

り
と
雖
も

錦
書
難
託
　
　
　
　
　
錦
書
　
託
し
難
し

莫
莫
莫
　
　
　
　
　
　
莫
か
れ
　
莫
か
れ
　
莫
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
紹
熙
三
年
（
一
一
九
二
）
陸
游
六
八
歳
の
時
に
、
次
の
よ
う
な
題
の
七
律
一
首
が
あ
る
。

禹
跡
寺
南
有
沈
氏
小
園
、
四
十
年
前
嘗
題
小
闕
壁
間
、
偶
復
一
到
而
園
已
易
主
、
刻
小
闕
于
石
、
読
之
悵
然

禹
跡
寺
の
南
に
沈
氏
の
小
園
有
り
、
四
十
年
前
　
嘗
て
小
闕
を
壁
間
に
題
す
。
偶た
ま

た
ま
復ま

た
一
た
び
到
る
に
　
園
　
已
に
主
を

易
え
、
小
闕
を
石
に
刻
め
り
。
之
を
読
み
て
悵
然
た
り

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
剣
南
詩
稿
』
巻
二
五
）
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

　「
四
十
年
前
」
と
い
う
の
は
お
お
よ
そ
の
数
字
で
、
実
際
は
紹
興
二
五
年
（
一
一
五
五
）、
陸
游
三
一
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、

陸
游
は
す
で
に
王
氏
と
再
婚
し
、
子
虡
と
子
龍
も
生
ま
れ
て
い
た
が
、
唐
琬
へ
の
愛
情
を
、
な
お
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。

こ
こ
で
は
ま
さ
に
、
彼
ら
の
間
の
感
情
の
深
さ
と
、
字
句
が
纏
綿
と
し
て
凄
愴
で
あ
る
、
と
い
う
特
徴
が
見
出
さ
れ
、
ま
た
、
こ
う
し

た
表
現
手
法
が
秦
観
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　「
釵
頭
鳳
」
の
次
に
古
い
作
品
と
し
て
は
、
福
建
に
い
た
時
に
書
か
れ
た
「
青
玉
案
（
西
風
挾
雨
声
翻
浪
）」
詞
が
あ
る
。
隆
興
二
年

（
一
一
六
四
）、
陸
游
は
鎮
江
府
通
判
の
任
に
あ
り
、
韓
元
吉
（
一
一
一
八
～
一
一
八
七
）
ら
と
同
じ
場
所
で
過
ご
し
、
同
地
で
書
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
作
品
が
四
～
五
首
あ
る
。
乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）、
陸
游
は
四
川
に
入
り
、
翌
年
を
夔
州
で
過
ご
し
、
同
地
で
書
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
三
～
四
首
あ
る
。
彼
は
生
活
の
上
で
大
き
な
変
化
を
経
験
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、詞
風
は
変
化
し
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
陸
游
は
夔
州
に
到
着
し
、
詩
は
変
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詞
は
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
れ
か
ら
更

に
一
～
二
年
後
、
彼
の
詞
が
す
で
に
変
化
し
始
め
て
い
た
時
期
で
さ
え
、
例
の
情
緒
纏
綿
と
い
う
特
徴
を
隠
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

次
の
詞
か
ら
見
て
と
れ
る
。

　
蝶
恋
花
　
　
小
益
を
離
れ
て
の
作

陌
上
簫
声
寒
食
近
　
　
陌
上
の
簫
声
　
寒
食
　
近
し

雨
過
園
林
　
　
　
　
　
雨
　
園
林
を
過
ぎ

花
気
浮
芳
潤
　
　
　
　
花
気
　
浮
か
ぶ
こ
と
芳
潤
な
り
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千
里
斜
陽
鐘
欲
瞑
　
　
千
里
　
斜
陽
　
鐘
　
暝く

れ
ん
と
欲
す

憑
高
望
断
南
楼
信
　
　
高
き
に
憑よ

り
て
望
断
す
　
南
楼
の
信

海
角
天
涯
行
略
尽
　
　
海
角
　
天
涯
　
行
き
て
略ほ

ぼ
尽
く
す

三
十
年
間
　
　
　
　
　
三
十
年
の
間

無
処
無
遺
恨
　
　
　
　
処
と
し
て
遺
恨
無
き
は
無
し

天
若
有
情
終
欲
問
　
　
天
　
若も

し
情
有
ら
ば
　
終
に
問
わ
ん
と
欲
す

忍
教
霜
点
相
思
鬢
　
　
霜
を
し
て
相
思
の
鬢
に
点
ぜ
し
む
る
に
忍
び
ん
や
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
こ
の
よ
う
な
詞
は
た
だ
ひ
た
す
ら
情
緒
的
で
、
ま
さ
に
南
唐
・
北
宋
以
来
の
あ
り
方
で
あ
り
、
こ
う
し
た
作
風
は
、
陸
游
が
秦
観
か

ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
四
川
に
い
た
時
、
彼
は
「
漁
家
傲
　
仲
高
に
寄
す
」
詞⑤
を
書
い
て
故
郷
と
兄
弟
へ
の
思
慕
を
う
た
い
、

四
川
を
離
れ
る
準
備
を
し
て
い
る
最
中
に
は
「
南
郷
子
（
帰
夢
寄
呉
檣
）」
詞
を
書
き
、
そ
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

重
到
故
郷
交
旧
少
　
　
重
ね
て
故
郷
に
到
れ
ば
　
交
旧
　
少ま
れ

に
し
て

淒
涼
　
　
　
　
　
　
　
淒
涼
な
ら
ん

却
恐
他
郷
勝
故
郷
　
　
却
っ
て
恐
る
　
他
郷
の
故
郷
に
勝
る
を
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
二
首
の
詞
は
、
い
ず
れ
も
読
者
を
深
く
感
動
さ
せ
る
が
、
い
ま
だ
に
個
人
的
な
悲
哀
や
感
傷
を
脱
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
し
か
し
、
彼
の
詞
は
必
然
的
に
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
南
宋
前
期
の
詞
人
た
ち
の
作
風
は
、
北
宋
の
詞
人
た
ち
の
そ
れ

と
は
異
な
る
。
陸
游
と
辛
棄
疾
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
よ
り
も
や
や
先
か
、
同
じ
時
代
の
詞
人
た
ち
も
、
同
様
で
あ
る
。
趙
鼎
の
「
満
江

紅
（
惨
結
秋
陰
）」、
岳
飛
の
「
満
江
紅
（
怒
髪
衝
冠
）」、
張
元
幹
の
「
賀
新
郎
（
夢
繞
神
州
路
）」、
朱
敦
儒
の
「
相
見
歓
（
金
陵
城
上
西
楼
）」、

張
孝
祥
の
「
六
州
歌
頭
（
長
淮
望
断
）」、
劉
過
の
「
沁
園
春
（
斗
酒
彘
肩
）」、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
作
品
が
、
い
ず
れ
も
南
宋
前
期
と
い
う

時
代
を
映
し
出
し
て
い
る⑥
。
陸
游
や
辛
棄
疾
の
詞
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
ま
さ
し
く
そ
の
時
代
の
精
神
な
の
で
あ
る
。
た
だ

注
意
す
べ
き
は
、
陸
游
の
詞
風
が
変
化
し
た
の
が
い
つ
頃
か
、
と
い
う
こ
と
と
、
彼
の
詞
風
が
変
化
し
た
後
で
も
、
依
然
と
し
て
独
自

の
風
格
を
保
ち
続
け
た
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

　
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）
春
、
陸
游
は
夔
州
を
離
れ
、
南
鄭
の
前
線
へ
と
向
か
い
、
詞
風
は
変
化
し
始
め
る
。

　
鷓
鴣
天
　
　
葭
萌
駅
に
て
の
作

看
尽
巴
山
看
蜀
山
　
　
巴
山
を
看
尽
く
し
　
蜀
山
を
看
る

子
規
江
上
過
春
残
　
　
子
規
の
江
上
に
春
残
を
過
ご
す

慣
眠
古
駅
常
安
枕
　
　
眠
る
に
慣
れ
　
古
駅
に
も
常
に
枕
を
安
く
し

熟
聴
陽
関
不
惨
顔
　
　
聴
く
に
熟
し
　
陽
関
に
も
顔
を
惨い
た

ま
し
め
ず
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慵
服
気
　
　
　
　
　
　
気
を
服
す
る
に
慵
も
の
う

く

懶
焼
丹
　
　
　
　
　
　
丹
を
焼
く
に
懶
も
の
う

し

不
妨
青
鬢
戯
人
間
　
　
妨
げ
ず
　
青
鬢
　
人
間
に
戯
る
を

秘
伝
一
字
神
仙
訣
　
　
秘
伝
の
一
字
　
神
仙
の
訣

説
与
君
知
只
是
頑
　
　
君
に
説
与
し
て
知
ら
し
め
ん
　
只
だ
是
れ
頑
な
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
陸
游
の
詞
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
詞
は
名
作
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
中
に
、
す
で
に
彼
の
頑
強
な
性
格
が
見
て
と
れ
る
。
陸
游

が
南
鄭
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
時
に
は
、
ま
さ
に
彼
自
身
が
う
た
う
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

書
生
迫
飢
寒
　
　
　
　
書
生
　
飢
寒
に
迫
ら
れ

一
飽
軽
三
巴
　
　
　
　
一
飽
せ
ん
が
た
め
に
　
三
巴
を
軽
し
と
す

三
巴
未
云
已
　
　
　
　
三
巴
　
未
だ
云
に
已
ま
ざ
る
に

北
首
趨
褒
斜
　
　
　
　
北
首
し
て
褒
斜
に
趨
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
剣
南
詩
稿
』
巻
三
「
鼓
楼
舗
酔
歌
」）

　
し
か
し
、
前
線
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
陸
游
の
意
志
は
、
絶
え
ず
堅
固
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
行
っ
た
。「
頑
」
は
彼
の
一
字
の
座
右

の
銘
で
あ
り
、
新
し
い
人
生
観
で
あ
り
、
た
だ
「
頑
」
さ
え
あ
れ
ば
、
彼
は
「
古
い
宿
場
駅
で
も
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
き
、
陽
関
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

の
曲
を
聴
い
て
も
つ
ら
そ
う
な
顔
を
し
な
い
」
と
い
う
風
で
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
前
線
に
到
着
し
た
後
、
陸
游
は
広
汎
な
大
衆
の
国
家
に
対
す
る
責
任
を
見
て
と
り
、
同
時
に
自
分
自
身
の
責
任
を
も
見
て
と
っ
た
。

彼
と
宣
撫
使
王
炎
（
南
鄭
幕
府
の
長
官
）
の
関
係
は
、
良
好
な
も
の
で
あ
っ
た
。
前
線
の
準
備
作
業
は
ま
さ
に
進
行
中
で
あ
り
、
動
員
の

命
令
が
ひ
と
た
び
下
れ
ば
、
手
に
唾
し
て
長
安
を
奪
い
返
し
て
み
せ
る
、
と
彼
ら
は
意
気
込
ん
で
い
た
。
陸
游
の
「
秋
波
媚
」
詞
は
、

こ
う
し
た
情
況
の
下
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
秋
波
媚
　
　
七
月
十
六
日
　
晩
に
高
興
亭
に
登
り
長
安
の
南
山
を
望
む

秋
到
辺
城
角
声
哀
　
　
秋
　
辺
城
に
到い
た

り
　
角
声
　
哀
し

烽
火
照
高
台
　
　
　
　
烽
火
　
高
台
を
照
ら
す

悲
歌
撃
筑
　
　
　
　
　
悲
歌
し
て
　
筑
を
撃
ち

憑
高
酹
酒
　
　
　
　
　
高
き
に
憑よ

り
　
酒
を
酹そ
そ

ぐ

此
興
悠
哉
　
　
　
　
　
此
の
興
　
悠
な
る
か
な

多
情
誰
似
南
山
月
　
　
多
情
な
る
こ
と
　
誰
か
似
ん
　
南
山
の
月
の

特
地
暮
雲
開
　
　
　
　
特と

く地
に
暮
雲
を
開
く
に

灞
橋
煙
柳
　
　
　
　
　
灞
橋
の
煙
柳

曲
江
池
館
　
　
　
　
　
曲
江
の
池
館
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応
待
人
来
　
　
　
　
　
応
に
人
の
来
た
る
を
待
つ
な
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
こ
の
詞
に
は
、
敵
を
倒
し
た
い
と
い
う
激
情
と
、
勝
利
を
目
前
に
し
た
喜
び
と
が
満
ち
て
お
り
、
陸
游
の
詞
の
中
で
、
最
も
際
立
っ

た
一
首
で
あ
る
。
陸
游
が
南
鄭
時
代
の
心
境
を
述
べ
た
詩
の
多
く
は
、
事
破
れ
た
後
の
追
憶
で
あ
る
た
め
、
感
情
は
こ
の
詞
の
よ
う
に

熱
烈
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
良
い
夢
は
長
く
は
続
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
七
月
一
六
日
、
陸
游
は
な
お
も
長
安
に
進
攻
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
九
月
一
二
日
、
南
宋
の
小
朝
廷
は
王
炎
を
呼
び
戻
す
詔
を
下
し
、
幕
府
の
面
々
は
、
ほ
ど
な
く
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

陸
游
は
南
鄭
を
離
れ
た
後
、
次
の
「
蝶
恋
花
」
詞
を
書
い
て
い
る
。

　
蝶
恋
花

桐
葉
晨
飄
蛩
夜
語
　
　
桐
葉
　
晨
に
飄
り
　
蛩
　
夜
に
語
る

旅
思
秋
光
　
　
　
　
　
旅
思
　
秋
光

黯
黯
長
安
路
　
　
　
　
黯
黯
た
り
　
長
安
へ
の
路

忽
記
横
戈
盤
馬
処
　
　
忽
ち
記
す
　
戈
を
横
た
え
馬
を
盤め
ぐ

ら
せ
し
処

散
関
清
渭
応
如
故
　
　
散
関
　
清
渭
　
応
に
故
の
如
く
な
る
べ
し
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

江
海
軽
舟
今
已
具
　
　
江
海
の
軽
舟
　
今
　
已
に
具そ
な

わ
る

一
巻
兵
書
　
　
　
　
　
一
巻
の
兵
書

嘆
息
無
人
付
　
　
　
　
嘆
息
す
　
人
の
付
す
る
無
き
を

早
信
此
生
終
不
遇
　
　
早つ
と

に
信
ず
　
此
の
生
　
終
に
不
遇
な
り
と

当
年
悔
草
長
楊
賦
　
　
当
年
　
悔
ゆ
ら
く
は
　
長
楊
の
賦
を
草
せ
し
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
こ
の
詞
が
乾
道
八
年
の
作
か
否
か
は
、断
定
で
き
な
い⑦
。
陸
游
が
最
終
的
に
南
鄭
を
離
れ
た
の
は
一
一
月
二
日
で
あ
り
、す
で
に
「
桐

の
葉
が
朝
早
く
に
ひ
る
が
え
り
、
コ
オ
ロ
ギ
が
寒
い
夜
に
鳴
く
」
と
い
う
時
節
で
は
な
い
。
し
か
し
、
詞
人
が
物
に
託
し
て
自
分
の
心

情
を
う
た
お
う
と
し
て
、「
桐
飄
蛩
語
」
か
ら
説
き
起
こ
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
よ
う
。
確
か
な
の
は
、
陸
游
が
こ
の
詞
の
中

で
縦
横
に
自
己
の
感
傷
を
吐
露
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
感
傷
と
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
秦
観
の
詞
の
旧
套
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
幾
分
違
い
が
あ
る
。
秦

観
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
個
人
的
な
感
情
で
あ
る
が
、
陸
游
の
こ
の
詞
は
、
個
人
か
ら
出
発
し
て
は
い
な
い
。
彼
が
関
心
を
寄
せ

て
い
る
の
は
「
散
関
清
渭
」
と
い
う
国
家
民
族
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
彼
は
、
軍
事
的
な
計
画
が
実
現
で
き
ず
、
敵
の
手
に
落
ち
た
地

域
を
機
会
に
乗
じ
て
奪
い
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
感
傷
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
出
発
点
が
異
な
る
た
め
に
、
こ
の
こ
と
は
秦

観
と
陸
游
の
作
品
の
間
に
明
確
に
境
界
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
秦
観
を
お
と
し
め
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
彼
ら
が
生
き
た
時
代
が
異
な
る
た
め
に
、
作
品
に
映
し
出
さ
れ
る
内
容
が
異
な
り
、
作
風
も
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
南
鄭
か
ら
昭
化
県
の
南
に
あ
る
葭
萌
駅
ま
で
は
、
ご
く
わ
ず
か
の
道
の
り
で
あ
る
。
葭
萌
駅
を
通
過
し
た
時
、
陸
游
は
次
の
よ
う
な
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詞
を
書
い
て
い
る
。

　
清
商
怨
　
　
葭
萌
駅
に
て
の
作

江
頭
日
暮
痛
飲
　
　
　
江
頭
　
日
暮
　
痛
飲
す

乍
雪
晴
猶
凛
　
　
　
　
乍
た
ち
ま

ち
雪
ふ
り
　
晴
る
る
も
猶
お
凛さ
む

し

山
駅
淒
涼
　
　
　
　
　
山
駅
　
淒
涼
た
り

灯
昏
人
独
寝
　
　
　
　
灯
　
昏く
ら

く
　
人
　
独ひ
と

り
寝い

ぬ

鴛
機
新
寄
断
錦
　
　
　
鴛
機
　
新
た
に
断
錦
を
寄
す

嘆
往
時
不
堪
重
省
　
　
往
時
を
嘆
じ
　
重
ね
て
省
か
え
り
み
る
に
堪
え
ず

夢
破
南
楼
　
　
　
　
　
夢
　
南
楼
に
破
れ

緑
雲
堆
一
枕
　
　
　
　
緑
雲
　
一
枕
に
堆
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
陸
游
が
葭
萌
を
通
過
し
た
の
は
、
一
度
だ
け
で
は
な
い
。
春
に
南
鄭
に
向
か
っ
た
時
に
は
、
彼
は
あ
れ
ほ
ど
喜
ん
で
い
た
。
し
か
し

一
一
月
に
南
鄭
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
た
時
に
は
、
状
況
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
た
。
彼
の
失
意
は
、
単
身
で
南
に
向
か
い
、
家
族
を
南
鄭

に
置
い
て
来
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
「
と
も
し
火
は
ほ
の
暗
く
、
一
人
さ
び
し
く
横
に
な
る
」
と
い
う
感
慨
が
あ
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
陸
游
が
南
鄭
に
向
か
っ
た
時
に
は
、
自
分
が
先
に
出
発
し
、
家
族
は
後
か
ら
つ
い
て
行
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
「
鼓
楼
舗
酔
歌
」
詩
に
は
、
次
の
二
句
が
あ
る
。

稚
子
入
旅
夢
　
　
　
　
稚
子
　
旅
の
夢
に
入
り

挽
鬚
勧
還
家
　
　
　
　
鬚
を
挽ひ

き
て
　
家
に
還か
え

ら
ん
こ
と
を
勧
む

　
今
は
南
鄭
を
出
発
す
る
に
あ
た
り
、
家
族
全
員
が
陸
游
に
同
行
し
て
い
る
。『
剣
南
詩
稿
』
巻
三
に
次
の
よ
う
な
題
の
詩
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
を
証
明
で
き
る
。

壬
辰
十
月
十
三
日
、
自
閬
中
還
興
元
、
遊
三
泉
龍
門
。
十
一
月
二
日
、
自
興
元
適
成
都
、
復
携
児
曹
往
遊
、
賦
詩

壬
辰
十
月
十
三
日
、
閬
中
よ
り
興
元
に
還か
え

り
、
三
泉
の
龍
門
に
遊
ぶ
。
十
一
月
二
日
、
興
元
よ
り
成
都
に
適ゆ

き
、
復
た
児
曹
を

携た
ず
さえ
て
往ゆ

き
て
遊
び
、
詩
を
賦
す

　
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、「
清
商
怨
」
詞
の
後
闋
は
、「
賦
」
で
は
な
く
「
比
」
で
あ
る
と
断
言
し
て
よ
い
。「
過
ぎ
た
昔
を
嘆
き
悲
し
み
、

も
う
二
度
と
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
堪
え
ら
れ
な
い
。
夢
は
南
楼
に
破
れ
、
雲
な
す
髪
を
枕
に
押
し
つ
け
る
よ
う
に
し
て
眠
る
」
と

い
う
一
節
か
ら
、
南
鄭
か
ら
の
呼
び
戻
し
が
陸
游
に
い
か
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
か
を
、
は
っ
き
り
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
乾
道
八
年
年
末
、
陸
游
は
成
都
に
到
着
し
た
。
そ
の
翌
年
に
書
か
れ
た
「
漢
宮
春
」
詞
は
、
当
時
の
心
情
を
縦
横
に
う
た
っ
て
い
る
。
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漢
宮
春
　
　
初
め
て
南
鄭
よ
り
成
都
に
来
た
り
て
の
作

羽
箭
雕
弓
　
　
　
　
　
羽
箭
　
雕
弓

憶
呼
鷹
古
塁
　
　
　
　
鷹
を
古
塁
に
呼
び

截
虎
平
川
　
　
　
　
　
虎
を
平
川
に
截き

り
し
を
憶お
も

う

吹
笳
暮
帰
野
帳
　
　
　
笳
を
吹
き
　
暮
れ
に
野
帳
に
帰
れ
ば

雪
圧
青
氊
　
　
　
　
　
雪
　
青
氊
を
圧
す

淋
漓
酔
墨
　
　
　
　
　
淋
漓
た
る
酔
墨

看
龍
蛇
　
　
　
　
　
　
看
よ
　
龍
蛇
の

飛
落
蛮
牋
　
　
　
　
　
飛
び
て
蛮
牋
に
落
つ
る
を

人
誤
許
　
　
　
　
　
　
人
　
誤
り
て
許
す

詩
情
將
略
　
　
　
　
　
詩
情
　
将
略

一
時
才
気
超
然
　
　
　
一
時
に
才
気
　
超
然
た
り
と

何
事
又
作
南
来
　
　
　
何
事
ぞ
　
又
た
南
に
来
た
る
を
作な

し

看
重
陽
薬
市
　
　
　
　
重
陽
の
薬
市
と

元
夕
灯
山
　
　
　
　
　
元
夕
の
灯
山
と
を
看
ん
と
は

花
時
万
人
楽
処
　
　
　
花
時
　
万
人
の
楽
し
む
処
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

欹
帽
垂
鞭
　
　
　
　
　
帽
を
欹
そ
ば
だ

て
　
鞭
を
垂
る

聞
歌
感
旧
　
　
　
　
　
歌
を
聞
き
て
は
旧
に
感
じ

尚
時
時
　
　
　
　
　
　
尚
お
時
時
に

流
涕
樽
前
　
　
　
　
　
樽
前
に
涕
を
流
す

君
記
取
　
　
　
　
　
　
君
　
記
取
せ
よ

封
侯
事
在
　
　
　
　
　
封
侯
の
事
　
在あ

り

功
名
不
信
由
天
　
　
　
功
名
　
信
ぜ
ず
　
天
に
由
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
同
様
の
感
情
は
、
そ
の
他
の
二
首
の
詞
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。

　
夜
遊
宮
　
　
夢
を
記
し
師
伯
渾
に
寄
す⑧

雪
暁
清
笳
乱
起
　
　
　
雪
暁
　
清
笳
　
乱
れ
起
こ
る

夢
遊
処
　
　
　
　
　
　
夢
に
遊
ぶ
処

不
知
何
地
　
　
　
　
　
知
ら
ず
　
何い
ず

れ
の
地
ぞ

鉄
騎
無
声
望
似
水
　
　
鉄
騎
　
声
　
無
く
　
望
め
ば
水
に
似
た
り

想
関
河
　
　
　
　
　
　
想
え
ば
関
河
は
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雁
門
西
　
　
　
　
　
　
雁
門
の
西
か

青
海
際
　
　
　
　
　
　
青
海
の
際
か

睡
覚
寒
灯
裏
　
　
　
　
睡ね
む

り
は
覚
む
　
寒
灯
の
裏う
ち

漏
声
断
　
　
　
　
　
　
漏
声
　
断
え

月
斜
窓
紙
　
　
　
　
　
月
　
窓
紙
に
斜
め
な
り

自
許
封
侯
在
万
里
　
　
自
ら
許
す
　
侯
に
封
ぜ
ら
る
る
は
万
里
に
在
り
と

有
誰
知
　
　
　
　
　
　
誰
か
知
る
こ
と
有
ら
ん

鬢
雖
残
　
　
　
　
　
　
鬢
は
残そ
こ

な
わ
る
と
雖
も

心
未
死
　
　
　
　
　
　
心
は
未
だ
死
せ
ざ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
五
〇
）

　
桃
源
憶
故
人
　
　
華
山
の
図
に
題
す

中
原
当
日
三
川
震
　
　
中
原
　
当
日
　
三
川
　
震
え

関
輔
回
頭
煨
燼
　
　
　
関
輔
　
頭
を
回め
ぐ

ら
す
ま
に
煨も

え
燼つ

く

涙
尽
両
河
征
鎮
　
　
　
涙
は
尽
く
　
両
河
の
征
鎮

日
望
中
興
運
　
　
　
　
日
に
望
む
　
中
興
の
運
を
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

秋
風
霜
満
青
青
鬢
　
　
秋
風
　
霜
　
青
青
た
る
の
鬢
に
満
ち

老
却
新
豊
英
俊
　
　
　
新
豊
の
英
俊
を
老
却
せ
し
む

雲
外
華
山
千
仞
　
　
　
雲
外
　
華
山
　
千
仞

依
旧
無
人
問
　
　
　
　
旧
に
依
り
て
人
の
問
う
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
五
〇
）

　
南
鄭
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
希
望
の
終
焉
で
あ
り
、
国
家
の
前
途
と
い
う
見
地
か
ら
し
て
も
、
個
人
の
事
業
と
い

う
見
地
か
ら
し
て
も
、
た
だ
一
面
の
空
虚
で
あ
っ
た
。
右
に
あ
げ
た
「
漢
宮
春
」
詞
は
、
陸
游
が
南
鄭
を
離
れ
た
ば
か
り
の
時
の
作
品

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
音
調
は
沈
鬱
で
、
前
闋
と
後
闋
の
間
に
は
大
き
な
感
情
の
落
差
が
あ
り
、
特
に
前
闋
は
戦
場
の
雰
囲
気
に
満
ち
て

い
る
。「
夜
遊
宮
」「
桃
源
憶
故
人
」
の
二
首
は
、
い
ず
れ
も
心
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
か
の
よ
う
で
、
わ
ず
か
数
句
で
陸
游
の
内
心

の
苦
痛
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。
こ
の
「
漢
宮
春
」
詞
か
ら
更
に
発
展
し
て
行
け
ば
、
陸
游
は
辛
棄
疾
の
よ
う
な
道
を
歩
ん

だ
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
結
局
に
お
い
て
陸
游
は
陸
游
で
あ
り
、
彼
は
や
は
り
南
唐
・
北
宋
以
来
の
道
を
歩
ん
だ
。「
眠
り
か
ら

覚
め
て
み
れ
ば
、
ぽ
つ
ん
と
一
人
、
寒
々
と
し
た
と
も
し
火
の
照
ら
す
中
。
漏
刻
の
音
は
途
絶
え
、
月
の
光
は
窓
の
障
子
紙
に
斜
め
に

射
し
込
ん
で
い
る
」
と
い
う
一
節
は
、
失
意
と
悔
恨
に
満
ち
、
凄
愴
か
つ
宛
転
に
う
た
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
陸
游
の
辛
棄
疾
と
は
異

な
る
点
で
あ
る
。

　
乾
道
八
年
年
末
、
陸
游
は
成
都
に
到
着
し
、
以
後
淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
）
ま
で
、
四
川
に
六
～
七
年
滞
在
す
る
。
こ
の
時
期
に
陸

游
は
過
去
を
追
憶
し
、
ま
た
望
郷
の
思
い
に
駆
ら
れ
た
が
、
自
分
が
置
か
れ
た
現
実
を
正
し
く
理
解
す
る
す
べ
を
持
た
な
か
っ
た⑨
。
こ
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れ
は
ま
さ
し
く
、
陸
游
の
詞
に
う
た
わ
れ
た
境
地
で
あ
る
。

　
感
皇
恩

小
閣
倚
秋
空
　
　
　
　
小
閣
　
秋
空
に
倚
り

下
臨
江
渚
　
　
　
　
　
下
　
江
渚
に
臨
む

漠
漠
孤
雲
未
成
雨
　
　
漠
漠
た
る
孤
雲
　
未
だ
雨
を
成
さ
ず

数
声
新
雁
　
　
　
　
　
数
声
の
新
雁

回
首
杜
陵
何
処
　
　
　
首
を
回め
ぐ

ら
せ
ば
　
杜
陵
は
何
処
ぞ

壮
心
空
万
里
　
　
　
　
壮
心
　
空
し
く
万
里

人
誰
許
　
　
　
　
　
　
人
　
誰
か
許
さ
ん

黄
閣
紫
枢
　
　
　
　
　
黄
閣
　
紫
枢

築
壇
開
府
　
　
　
　
　
壇
を
築
き
　
府
を
開
く

莫
怕
功
名
欠
人
做
　
　
怕お
そ

る
る
莫
か
れ
　
功
名
　
人
の
做な

す
に
欠
け
た
り
と

如
今
熟
計
　
　
　
　
　
如
今
　
計
　
熟
せ
り

只
有
故
郷
帰
路
　
　
　
只
だ
有
り
　
故
郷
へ
の
帰
路

石
帆
山
脚
下
　
　
　
　
石
帆
山
の
脚
下
に
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

菱
三
畝
　
　
　
　
　
　
菱
　
三
畝
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
）

　
陸
游
は
蜀
を
離
れ
東
に
帰
っ
た
後
、
絶
え
ず
南
鄭
で
の
生
活
を
追
想
し
た
。
彼
の
詩
し
か
り
、
彼
の
詞
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。

　
訴
衷
情⑩

当
年
万
里
覓
封
侯
　
　
当
年 
万
里
に
封
侯
を
覓も
と

め

匹
馬
戍
梁
州
　
　
　
　
匹
馬
も
て
梁
州
を
戍ま
も

り
し
も

関
河
夢
断
何
処
　
　
　
関
河
の
夢
は
何
処
に
か
断
た
れ
し

塵
暗
旧
貂
裘
　
　
　
　
塵
は
旧
貂
裘
を
暗
く
す

胡
未
滅
　
　
　
　
　
　
胡
　
未
だ
滅
せ
ざ
る
に

鬢
先
秋
　
　
　
　
　
　
鬢
　
先ま

ず
秋
な
り

涙
空
流
　
　
　
　
　
　
涙
　
空
し
く
流
る

此
生
誰
料
　
　
　
　
　
此
の
生
　
誰
か
料は
か

ら
ん

心
在
天
山
　
　
　
　
　
心
は
天
山
に
在あ

る
も

身
老
滄
州
　
　
　
　
　
身
は
滄
州
に
老
い
ん
と
は
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　（『
渭
南
文
集
』
巻
五
〇
）

　
謝
池
春⑪

壮
歳
従
戎
　
　
　
　
　
壮
歳
　
戎
に
従
い

曾
是
気
吞
残
虜
　
　
　
曾
て
是
れ
　
気
は
残
虜
を
吞
む

陣
雲
高
　
　
　
　
　
　
陣
雲
　
高
く

狼
煙
夜
挙
　
　
　
　
　
狼
煙
　
夜
に
挙
が
る

朱
顔
青
鬢
　
　
　
　
　
朱
顔
　
青
鬢

擁
雕
戈
西
戍
　
　
　
　
雕
戈
を
擁
し
て
西
を
戍ま
も

り

笑
儒
冠
　
　
　
　
　
　
笑
う
　
儒
冠

自
来
多
誤
　
　
　
　
　
自
来
　
誤
る
こ
と
多
し
と

功
名
夢
断
　
　
　
　
　
功
名
の
夢
　
断
え

却
泛
扁
舟
呉
楚
　
　
　
却
っ
て
扁
舟
を
呉
楚
に
泛う

か
ぶ

漫
悲
歌
　
　
　
　
　
　
漫
そ
ぞ
ろ

に
悲
歌
し

傷
懐
弔
古
　
　
　
　
　
傷
懐
し
て
古
い
に
し
えを
弔
う

煙
波
無
際
　
　
　
　
　
煙
波
　
際
　
無
し
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

望
秦
関
何
処
　
　
　
　
望
め
ば
秦
関
は
何
処
ぞ

歎
流
年
　
　
　
　
　
　
嘆
ず
ら
く
　
流
年
の

又
成
虚
度
　
　
　
　
　
又
た
虚
し
く
度わ
た

る
と
成
ら
ん
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
五
〇
）

　
こ
れ
ら
の
詞
の
中
に
あ
る
の
は
、
失
意
で
あ
り
、
落
胆
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
更
に
一
歩
を
踏
み
出
せ
ば
、
た
や
す
く
憤
懣
と
な
り
得

よ
う
。
陸
游
に
、
そ
の
よ
う
な
心
情
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

　
夜
遊
宮
　
　
宮
詞

独
夜
寒
侵
翠
被
　
　
　
独
夜
　
寒
　
翠
被
を
侵
し

奈
幽
夢
　
　
　
　
　
　
幽
夢
を
奈い
か

ん
せ
ん

不
成
還
起
　
　
　
　
　
成
ら
ず
し
て
還ま

た
起
こ
る

欲
写
新
愁
涙
濺
紙
　
　
新
愁
を
写そ
そ

が
ん
と
欲
し
て
　
涙
　
紙
に
濺そ
そ

ぐ

憶
承
恩
　
　
　
　
　
　
恩
を
承
け
し
を
憶お
も

い

嘆
余
生
　
　
　
　
　
　
嘆
ず
　
余
生
の

今
至
此
　
　
　
　
　
　
今
　
此
に
至
る
を
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蔌
蔌
灯
花
墜
　
　
　
　
蔌
蔌
と
し
て
　
灯
花
　
墜
ち

問
此
際
　
　
　
　
　
　
此
の
際
を
問
う
に

報
人
何
事
　
　
　
　
　
人
に
何
事
を
か
報
ぜ
ん

咫
尺
長
門
過
万
里
　
　
咫
尺
の
長
門
　
万
里
に
過
ぐ

恨
君
心
　
　
　
　
　
　
恨
む
ら
く
は
　
君
の
心

似
危
欄
　
　
　
　
　
　
危
欄
に
似
て

難
久
倚
　
　
　
　
　
　
久
し
く
は
倚
り
難
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
五
〇
）

　
こ
の
詞
の
中
心
と
な
る
主
題
は
、
辛
棄
疾
の
「
摸
魚
児
（
更
能
消
幾
番
風
雨
）」
詞⑫
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
辛
棄
疾
は

同
詞
の
自
注
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

淳
熙
己
亥
、
自
湖
北
漕
移
湖
南
、
同
官
王
正
之
置
酒
小
山
亭
、
為
賦

淳
熙
己
亥
の
と
し
、
湖
北
の
漕
よ
り
湖
南
に
移
る
に
、
同
官
の
王
正
之
　
小
山
亭
に
置
酒
し
、
為
に
賦
す

　
こ
の
よ
う
に
、
辛
棄
疾
の
憤
懣
が
公
開
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
陸
游
の
自
注
に
は
「
宮
詞
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
憤
懣
は
比

較
的
隠
微
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
当
に
宮
詞
な
の
だ
ろ
う
か
。
無
論
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
詞
に
お
け
る
宮
人
は
、
ま
さ
に
彼

の
「
婕
妤
怨
」
詩
（『
剣
南
詩
稿
』
巻
一
一
）
に
お
け
る
宮
人
と
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
何
ほ
ど
か
の
激
昂
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、「
婕
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陸
游
の
詞
に
つ
い
て

妤
怨
」
詩
の
末
尾
で
、
彼
は
た
だ
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

妾
心
剖
如
丹
　
　
　
　
妾
が
心
　
剖
け
ば
丹
の
如
く

妾
骨
朽
亦
香
　
　
　
　
妾
が
骨
　
朽
ち
る
と
も
亦
た
香
ば
し

後
身
作
羽
林
　
　
　
　
後
身
　
羽
林
と
作な

り

為
国
死
封
疆
　
　
　
　
国
の
為
に
封
疆
に
死
せ
ん

　
陸
游
は
ど
こ
ま
で
も
陸
游
で
あ
り
、
こ
の
「
宮
詞
」
を
除
け
ば
、
彼
は
自
分
の
感
傷
を
う
た
っ
た
後
、
総
じ
て
自
分
の
感
情
を
適
度

に
抑
制
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
一
叢
花

樽
前
凝
佇
漫
魂
迷
　
　
樽
前
に
凝た
た
ず佇
め
ば
　
漫
そ
ぞ
ろ
に
魂
は
迷
い

猶
恨
負
幽
期
　
　
　
　
猶
お
恨
む
　
幽
期
に
負そ
む

け
る
を

従
来
不
慣
傷
春
涙
　
　
従
来
　
慣
れ
ず
　
傷
春
の
涙

為
伊
後
　
　
　
　
　
　
伊か
れ

の
後お
く

る
る
が
為
に

滴
満
羅
衣
　
　
　
　
　
滴
し
た
た
り
て
羅
衣
に
満
つ

那
堪
更
是
　
　
　
　
　
那
ん
ぞ
堪
え
ん
　
更
に
是
れ
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吹
簫
池
館
　
　
　
　
　
吹
簫
　
池
館

青
子
緑
陰
時
　
　
　
　
青
子
　
緑
陰
の
時
な
る
に

回
廊
簾
影
昼
参
差
　
　
回
廊
の
簾
影
　
昼
に
参
差
た
り

偏
共
睡
相
宜
　
　
　
　
偏
ひ
と
え

に
睡ね
む

り
を
共
に
す
る
に
相
い
宜よ
ろ

し

朝
雲
夢
断
知
何
処
　
　
朝
雲
　
夢
　
断
え
し
は
　
知
り
ぬ
　
何
処
ぞ

倩
双
燕
　
　
　
　
　
　
双
燕
に
倩こ

い

説
与
相
思
　
　
　
　
　
相
思
を
説
与
せ
ん

従
今
判
了
　
　
　
　
　
今
よ
り
判
し
了
す

十
分
憔
悴
　
　
　
　
　
十
分
に
憔
悴
せ
る
は

図
要
箇
人
知
　
　
　
　
箇
の
人
の
知
ら
ん
こ
と
を
図
り
要も
と

め
ん
が
た
め
な
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
渭
南
文
集
』
巻
五
〇
）

　
こ
の
詞
の
末
尾
は
、
柳
永
「
鳳
棲
梧
」
詞⑬
の

衣
帯
漸
寛
終
不
悔
　
　
衣
帯
　
漸
く
寛
き
も
　
終
に
悔
い
ず

為
伊
消
得
人
憔
悴
　
　
伊か
れ

の
為
　
人
　
憔
悴
す
る
に
消
あ
た
い
し
得
た
り
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に
似
て
い
る
が
、
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
柳
永
が
う
た
っ
て
い
る
の
は
男
女
間
の
感
情
で
あ
る
が
、
陸
游
の
詞
に
は
、
国
家
へ

の
切
な
る
思
い
が
満
ち
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
い
が
深
く
真
摯
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
は
、
辛
棄
疾
「
摸
魚
児
」
詞
の

休
去
倚
危
欄
　
　
　
　
休や

め
よ
　
去
き
て
危
欄
に
倚
る
を

斜
陽
正
在
　
　
　
　
　
斜
陽
　
正
に
在
り

煙
柳
断
腸
処
　
　
　
　
煙
柳
　
断
腸
の
処
に

の
よ
う
な
句
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
陸
游
は
、
終
始
一
貫
し
て
情
緒
纏
綿
と
い
う
本
色
を
脱
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
豪
放
の

方
向
に
進
ん
で
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
陸
游
と
辛
棄
疾
の
分
岐
点
で
あ
る
。

　
統
治
者
に
一
定
の
幻
想
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
封
建
社
会
の
士
大
夫
に
あ
り
が
ち
な
こ
と
で
あ
り
、
陸
游
は
こ
の
限
界
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
同
様
に
、彼
の
生
活
に
は
余
裕
が
あ
り
、男
女
の
問
題
に
対
す
る
認
識
が
さ
ほ
ど
厳
格
で
は
な
か
っ

た
た
め
、
彼
の
詩
と
詞
の
い
ず
れ
に
も
、
そ
の
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
烏
夜
啼
（
金
鴨
余
香
尚
暖
）」「
真
珠
簾
（
灯
前
月
下
嬉
遊
処
）」

な
ど
の
作
品
が
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る⑭
。
最
後
に
、
陸
游
の
思
想
の
奧
深
く
に
は
、
俗
世
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
思
想
、
特
に

道
家
の
思
想
が
、幾
分
残
存
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
詞
の
中
で
は
、た
と
え
ば
「
一
落
索
」「
破
陣
子
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
陸
游
の
詞
に
お
け
る
糟
粕
で
あ
る⑮
。

　
後
記⑯
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辛
棄
疾
の
出
現
は
、
宋
詞
に
新
し
い
局
面
を
切
り
開
い
た
。
陸
游
の
詞
は
、
辛
棄
疾
の
詞
に
比
べ
る
と
や
や
遜
色
が
あ
る
が
、
あ
く

ま
で
も
「
や
や
」
遜
色
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
南
宋
の
詞
を
論
じ
る
際
、
陸
游
と
辛
棄
疾
は
ま
だ
し
も
併
称
し
得
る
が
、
南
宋
の
詩
を

論
じ
る
際
、
陸
游
と
辛
棄
疾
が
併
称
さ
れ
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
、
陸
游
の
詞
が
一
定
の
成
就
を
有
し
、

軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
陸
游
の
作
品
を
評
価
す
る
時
に
は
、
彼
の
詞
を
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
彼
の
業
績
を
全
面
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
簡
単
に
言
っ
て
、
彼
の
詩
は
新
生
面
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き

た
が
、
彼
の
詞
は
新
生
面
を
切
り
開
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
陸
游
の
詞
が
詩
に
及
ば
な
い
理
由
で
あ
り
、
ま
た
辛
棄
疾

の
詞
に
及
ば
な
い
理
由
で
も
あ
る
。
し
か
し
陸
游
の
詞
は
意
境
は
深
厚
、
情
趣
は
幽
遠
で
、
彼
の
作
品
の
中
で
一
定
の
地
位
を
獲
得
し

て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
に
は
、
彼
の
日
常
生
活
を
う
た
っ
た
も
の
も
若
干
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詩
文
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を

補
う
こ
と
が
で
き
る
。
陸
游
の
生
涯
を
理
解
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
詞
は
一
層
、
独
自
の
価
値
を
有
し
て
い
る
。

〔
訳
者
補
注
〕

①
　
村
上
哲
見
編
「
陸
游
『
剣
南
詩
稿
』
詩
題
索
引
」（
一
九
八
四
年
三
月
、
奈
良
女
子
大
学
中
国
文
学
会
）
の
前
言
に
よ
れ
ば
、
陸
游
の
『
剣
南
詩
稿
』

所
収
の
詩
の
実
数
は
九
一
三
五
首
で
あ
る
。
銭
仲
聯
『
剣
南
詩
稿
校
注
』
は
、
こ
れ
以
外
に
集
外
詩
と
し
て
「
放
翁
逸
稿
」
四
三
首
、「
逸
稿
続
添
」

二
〇
首
、「
逸
稿
補
遺
」
三
二
首
（
断
句
を
除
く
）、
合
計
九
五
首
を
収
録
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
合
計
す
れ
ば
九
二
三
〇
首
と
な
る
。

②
　
夏
承
燾
・
呉
熊
和
『
放
翁
詞
編
年
箋
注
』（
一
九
八
一
年
六
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
は
、
上
巻
（
入
蜀
前
及
蜀
中
作
）
と
し
て
五
九
首
、
下
巻
（
東

帰
後
作
）
と
し
て
五
六
首
（
断
句
を
除
く
）、
不
編
年
と
し
て
二
九
首
、
合
計
一
四
四
首
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。
な
お
『
渭
南
文
集
』
巻
四
九
は

六
七
首
、
巻
五
〇
は
六
三
首
、
合
計
ち
ょ
う
ど
一
三
〇
首
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。
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③
　
夏
・
呉
両
氏
の
『
放
翁
詞
編
年
箋
注
』
は
、
朱
東
潤
氏
が
こ
の
論
文
を
書
い
た
時
点
で
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
。『
全
宋
詞
』
は
一
九
四
〇
年
に
初

版
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
詞
の
配
列
は
『
渭
南
文
集
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
編
年
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

④
　
陸
游
「
釵
頭
鳳
」
詞
は
朱
東
潤
氏
の
原
文
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
え
、
全
文
を
引
用
し
た
。
同
詞
は
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
所
収

（
79
―
02
）。
詳
細
は
『
風
絮
』
第
五
号
を
参
照
の
こ
と
（
三
一
一
頁
）。

⑤
　
陸
游
「
漁
家
傲
　
寄
仲
高
」
詞
は
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
所
収
（
79
―
05
）。
詳
細
は
『
風
絮
』
第
二
号
を
参
照
の
こ
と
（
二
〇
三
頁
）。

⑥
　
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、趙
鼎
の
「
満
江
紅
（
惨
結
秋
陰
）」
以
外
、す
べ
て
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
岳
飛
「
満
江
紅
（
怒

髪
衝
冠
）」
は
74
―
01
、張
元
幹
「
賀
新
郎
（
夢
繞
神
州
路
）」
は
70
―
01
、朱
敦
儒
「
相
見
歓
（
金
陵
城
上
西
楼
）」
は
76
―
14
、張
孝
祥
「
六
州
歌
頭
（
長

淮
望
断
）」
は
77
―
01
、
劉
過
「
沁
園
春
（
斗
酒
彘
肩
）」
は
83
―
01
。

⑦
　
夏
・
呉
両
氏
の
『
放
翁
詞
編
年
箋
注
』
は
、
こ
の
詞
を
陸
游
が
蜀
を
離
れ
東
に
帰
っ
た
淳
熙
五
年
の
作
と
し
、
上
巻
の
最
後
に
配
し
て
い
る
。

⑧
　
陸
游
「
夜
遊
宮
　
記
夢
寄
師
伯
渾
」
詞
は
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
所
収
（
79
―
04
）。
詳
細
は
『
風
絮
』
第
三
号
を
参
照
の
こ
と
（
一
八
七
頁
）。

⑨
　
原
文
「
他
追
憶
過
去
、
也
懐
念
家
郷
、
但
是
他
却
無
法
理
解
現
実
」。
こ
の
部
分
の
含
意
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
次
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
詞
の
内
容

や
詞
牌
か
ら
考
え
て
、
陸
游
が
な
お
も
古
い
封
建
的
な
価
値
観
や
消
極
的
な
隠
遁
思
想
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
進
歩
的
で
積
極
的
な
価
値
観
に
根

差
し
た
現
状
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
乞
御
教
示
。

⑩
　
陸
游
「
訴
衷
情
」
詞
は
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
所
収
（
79
―
08
）。
詳
細
は
『
風
絮
』
第
三
号
を
参
照
の
こ
と
（
一
九
五
頁
）。

⑪
　
陸
游
「
謝
池
春
」
詞
は
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
所
収
（
79
―
09
）。
詳
細
は
『
風
絮
』
第
三
号
を
参
照
の
こ
と
（
二
〇
二
頁
）。

⑫
　
辛
棄
疾
「
摸
魚
児
」
詞
は
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
所
収
（
81
―
01
）。
内
容
は
、
自
分
の
不
遇
を
声
高
に
訴
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
詞
を
見
た
高
宗
は

ひ
ど
く
不
機
嫌
に
な
っ
た
が
、そ
れ
で
も
辛
棄
疾
を
処
罰
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
巻
一
「
辛
幼
安
詞
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
辛

幼
安
晩
春
詞
云
、
更
能
消
幾
晩
風
雨
、
匆
匆
春
又
帰
去
…
…
休
去
倚
危
楼
、
斜
陽
正
在
、
煙
柳
断
腸
処
。
詞
意
殊
怨
…
…
使
在
漢
唐
時
、
寧
不
賈
種
豆
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種
桃
之
禍
哉
。
愚
聞
、
寿
皇
見
此
詞
、
頗
不
悦
、
然
終
不
加
罪
、
可
謂
至
徳
也
已
」。

⑬
　
柳
永
「
鳳
棲
梧
」
詞
は
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
所
収
（
36
―
06
）。「
消
得
」
は
「
値
得
」
に
同
じ
で
、
～
に
値
す
る
、
の
意
。

⑭
　
こ
れ
ら
の
詞
は
、い
ず
れ
も
陸
游
に
し
て
は
自
由
奔
放
に
男
女
の
愛
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
烏
夜
啼（
金
鴨
余
香
尚
暖
）」詞
に「
冷
落
鞦
韆
伴
侶
、

闌
珊
打
馬
心
情
」
と
あ
り
、『
放
翁
詞
編
年
箋
注
』
に
よ
れ
ば
「
打
馬
」
は
「
宋
時
閨
房
戯
具
」
で
あ
る
。
ま
た
「
真
珠
簾
（
灯
前
月
下
嬉
遊
処
）」
詞

は
ひ
そ
や
か
な
男
女
の
逢
瀬
を
う
た
い
、『
本
事
詩
』「
情
感
第
一
」
の
崔
護
（
人
面
桃
花
）
の
典
故
が
見
え
る
。

⑮
　
陸
游
の
「
一
落
索
」「
破
陣
子
」
詞
は
そ
れ
ぞ
れ
二
首
ず
つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
脱
俗
的
な
心
境
を
う
た
う
。
愛
情
詞
も
含
め
、
こ
う
し
た
作
品
を
「
糟

粕
」
と
切
り
捨
て
る
の
は
学
問
的
に
公
正
な
態
度
と
は
言
い
難
い
が
、
お
そ
ら
く
当
時
の
政
情
に
配
慮
し
た
面
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

⑯
　
こ
の
「
後
記
」
は
、
朱
東
潤
『
陸
游
研
究
』「
後
記
」
の
う
ち
、
詞
に
関
す
る
部
分
を
抜
き
出
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。


